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 緒言 熔鑛櫨で鐵 を製造する時に,出來 る鐵の量 と略 、同量の鑛津が出來 る.而 して

その総量は可な り多量に達するので,昭 和6年 度に我國に出來ナこ鑛澤 の量は100;%s噸

以上に達 し,從 つてこの利用は工業上興味ある問題の一であると思ふ.

 從來鑛津は主 としてセメント及び 類似の製品に利用せ られてゐる.こ れを硝子製

造の原料 として使用 し様 と云ふ企は,大 して今 まで蝕 り成功 しなかつナこ檬である.只最

近,米 國のBasoreと 云ふ入は鑛津を原料 として淡線色の硲子を作 り,化學∫ll器具或は

X線 管球用の硝子を製造し得たと報告 してゐる.著 者等 も砧子の石灰 及び 馨土の原

料 として鑛津を使翔しナこ硝子に就て研究を行つナこ.其結果を簡輩に報告 し度いと思ふ

 1.SiO2・CaO-Na20系 とSiO2・AI20,,・CaO系 の比較 (第一圖)は普通の曹達

石灰硝子に用ひ られる調合の範國に於けるSio2-CaO-NO203元 系の∫伏態圏である

       第  一  圖            第  二  團

      
      

   v          

が,こ れ を次 に 示 すSiO2・A1203-CaO系 の歌 態 圖 に比 較 す る と,熔 融 黒 が 非 常 に低 く,

最 低725。 で あつ て,從 來 の 硝 子の大 部 分 も この 成 分 を基 礎 と して 獲 逮 した 事 が よ く分

る・ 然 る に,(第 二 圖)に 示 す様 にSiO,・-A1203-caO系 のSiC)L)50%以 上 の部 分 で は,熔
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融黙の低い部分が約CaO 22%, SiO263%の 鮎(1170。)とCaO lO%SiO270%

の鮎(13450)で ある.今 圖のa鮎 に相當する調合物を熔融すると,1400。以下で泡のな

い澄明な硝子が得 られる,そ の耐水 及び 耐酸性 も良好な結果を得 られるけれ共,温

度が下がれば粘度が急激に増加するので,型 に疇込む事の外は成形に困難である・そこ

でこれにアルカリ等を添加して 粘度の温度系敷の攣化を研究すると共に,鑛澤其物を

原料 として硝子を作つて見ナこ.

 2.鑛 津硝子の熔融 鑛津に適當量の珪酸のみを添加熔融 して得た硝子は,Basoreの

云ふ康に淡線色のものであるが,こ れは温度が下 ると可なり硬 くなるので,細 工する

に不便である・其彪で アルカリを添加す ると,得ナこ硝子は黒褐のもので,普通の實用に

は供 し難い・著者等の原料ではこれに少量の亜砒酸を加へても幾分 この訣貼を徐去し

得るに過ぎす,未 だ實用に供し得 るものを得 られなかつた.其慮で種々調合の割合を憂

化 して,絡 にアル カリ含有量9%以 下ならば淡線色の硝子が得 られる様になつナ・(第

三圖)は 同一アルカリ含有量の硝子に就て澄明度を比較しナニ爲眞で,左 は脱色剤を混合

      第  三  圖(陰 叢)    しないもの,右 は脱色剤 を加ヘナこ

                      ものである.帥ち 脱色剤の敷果が

                      顯著なることを見 る事が出來 る.

筏 》  係 次にアルカリ鰍'%と

                      關係を求めた.爾 比較の爲に市販

                      の曹達硝子 及び 硬質硝子に就て

同様の測定を行つた.そ の方法は,試料硝子を白金鉗蝸中入れて電氣櫨中に溶融 し,そ

の中に直径6耗 の白金球の沈下する速度を測定しナこ.其結果は(第 四圖)に示す通 りで,

曹達硝子の粘度は最 も少に,硬質硝子これに次ぎ,叉 アルカリ含有量9%の 硝子は硬質

硝子に殆 ど接近した結果を與へるが,ア ルカリ量が6%ま で減すると粘度の温度系歎

が可なり大 となる.更に1200。 以上の温度の高い方面を見れば,鑛津硝子の粘度は普通

の市販硲子よりも低い.こ れから鑛津硝子の泡切れが完全に行はれる事を豫想する事
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が出來ると思ふ.

                             第四圖 
現在までの調合では アルカ リ量が6%よ り小

となると硝子が硬 くなり過ぎるので,熔 融 しナこ

硝子を鐵の錆型に鋳込んで,冷 却後その形歌を

検査した.(第 五圖)は その結果を示す もので,  浬                       麟

(1)は アルカリ6%の 硝子,(2)は4%(3)は 璽

                       ぐア
ルカリを含まない ものである.こ の爲眞より  翼

                       粟明かに分
る通り,ア ルカリ含有量の少ない程硝

子が流れ難い.然 しながら,何 れ も鏡込 めば製

品を作 り得 る程度である・爾此の試験は實験室   800  1000  1200  1400

で極 く小仕掛に行つた ものであるから,今 後更       温度(QC)

に多量の硝子に就き複雑な型に躊込んで,そ の  L曹 達硝子
                       2.硬 質硝子

性質を詳細に調べ度い と思つてゐる.      3.鑛 津硝子(アルカリ含有量9%)

燃 醐 子嚥 畷 次に硝子の熱膨脹を 4・辮 硝子(アルカリ舖 量鋤

測定しk.そ の方法は聾05mm   第 za 圖

長 さ60mmの 硝子糸を試料 とし,

_..                    蜘     タ尚温測長計を用ひ荷重をかけすに

毎分5。 の割合で温度を上げなが

ら測定した.其 結果を(第六圖)に

示す・即ち曹達硝子は膨脹系藪が

最 も大である.叉 轄移鮎以下の膨

脹系数は一般の硬質硝子も鑛澤硝                      一

子も鰍 ど勧 はない礪 移  }:嬬;喜 薯影

鮎以上では硬質硝子よりも鑛津硝       3.ア ルカリヲ含マズ

子の膨脹系激が小である,父 此等の砧子が自己の表面張力によつて牧縮を始める温度

は 曹達硝子が最 も低 く,硬 質硝子之れに次ぎ 鑛澤硝子が最 も高い.硝 子の表面張力

は 組成の憂化により餓 り憂化しないものであるか ら,此の結果から鑛淳硝子が普通の
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ものに比 し多少硬いと云ふ事が云ひ得 られる・術                                第穴圖

此程度 のアルカリ量の相違によつて,熱 膨脹系の

上 に著 しい差異は認め られなかつナニ        。

 此の結果より艦膨脹系敷を計算 して見ろと第一  等
                        」

表の様にな り,轄 移貼以下の熟膨脹系数が何れ も こ一
                         ほ

可な り高 い事 が 認 め られ る.此 鮎 は爾 改 良 の 除 地  。

 5.比 重 次 に比 重ig V]rE游法 に よつ て測 定 しナこ.       温度(。c)
                             L曹 達購子

即 ち0・1の 粒}1犬試 料 をMethylenejodidとBenzol     2、硬 質硝 子

との 混 合液 中 に 入れ,25・ に 於 て 丁度 液 中 に石肝   3・鎌 鞠 子

が浮 く様に爾液 を混合し,混 合液の比重を常法により測つナこ.そ の結果は第二表に示

       第  一  表             第  二 表

   一..-1_一 一3α 二P7.....一.  -一 一T-L「雇(・;・(1
         縛 移黙 以下1韓 移黙以上      一一一一    一   …一

  離 珊  33511133   醗 硝子  2・487

  舞簿 、1,lll I粥  叢鵜 ・1・匡:911
  鎌 鮪 子(II)…2411_    鑛醐 子(II)2・610
              し

す 通 りで,硬 質硝 子 が 最 も輕 く,蜘 宰硲 子 ば可 な り重 い こ とが 知 られ ナこ.

 6.耐 水 性 硝 予 は 水 に あへ ば アル カ リを溶III-L"しむ る.硝 子 の 耐 水 性 を見 る こ と

は,其 化 學 抵 抗 性 を 知 る重 要 な鍵 で あ るか ら, Peddleの 方法 に よつ て 耐 水 性 の比 較 試

験 鮪 つt・・端 果 は ・鯉 硝 一丁. -f,は灘 しt・ ル カ ・榊 和 す ・ に器 硫 酸 ・・7ccを

要 しナこけれ共,他 の種類は何れ も0・3 cc以 下で アルカリを溶出する量が甚だ少ない事

を確めナこ・

 要旨 以上の結果を総合して考へると,鑛 津を原料の一つとして普通の如 く細工 も

出來,又 熱膨脹 及び 化學的抵抗性 も,現在一般に用ひられてゐる硝子に大差なきもの

を作 り得 る事が略,明 かとなつナこ・然 し此の研究は其緒に就 いたのみで,基 礎理論に於

て,又鑛澤の直接鷹用に於て未だ多くの研究す可き事項が幾されてゐる.已 にBasore
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がその成功を報告 してゐる様に,熔融駄態の鑛津を其儘利用することを得れば,硝 子製

造の熟経濟の上に も可なり興味ある問題を提供する事が出來 るであ らうと思ふ.

 終 りに此の研究は喜多研究室に於て,喜 多教授の御援助の下に行はれてゐるもので

ある.此 塵に謹んで感謝の意を表する.
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